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第1章

主題と背景



第1章 主題と背景

環境

社会   経済
↓

ESD
持続可能な社会の担い手の育成

ESDの位置づけ



第1章 主題と背景

SDGｓは理念から行動へ

・2030年を期限とする国際目標

・企業活動で具体化が進んでいる

・企業経営に組み込まれている

社会は、確実に変化している。



第1章 主題と背景

学校の役割

SDGｓを達成する主体ではない

↓

“持続可能な社会を創る担い手”を育てる



第1章 主題と背景

研究の目的

学校教育にESDを根付かせ、
子供たちが『自分ごと』として学ぶカタチを描く



第２章

本年度の調査結果



第２章 本年度の調査結果

ESDの認知状況

14.7％
N＝7，891

0

よく知っている+ある程度知っている



第２章 本年度の調査結果

ESDの実践状況

27.5％
0

ESDの視点を授業に取り入れている

ｎ＝2，168



第２章 本年度の調査結果

認知と実践

11%

32%

67%

97%

初めて聞いた 聞いたことがある ある程度知っている ESDをよく知っている



第２章 本年度の調査結果

ESDの教育課程への位置づけ（ESDカレンダー）の有無

明確に位置づけられている

N＝719

4.7％



第２章 本年度の調査結果

ESD推進組織の有無

３１％
0

ESD推進組織がある

N＝719



第２章 本年度の調査結果

児童アンケート

日常生活に近い領域は、肯定率が高い
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協力する態度

つながり

進んで参加

公平性
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進んで参加 相互性



第２章 本年度の調査結果

児童アンケート

未来予測・参加・多面的思考などが相対的に低い

87.00%

88.00%

89.00%

90.00%

91.00%

未来予測・計画 進んで参加 多面的・総合的 相互性

肯定Bottom Top3



第２章 本年度の調査結果

第2章の総括

・教員：ESDの認知と実践率が低く、ギャップも大きい

・学校：ESD組織・教育課程の位置づけは少数

・児童：未来・行動・世界の“自分ごと化”が弱い



第３章

見えてきた課題と結論



第３章 見えてきた課題と結論

ESD実践の予測確率

認知が高まるほど実践も促進される

11％

26%

53％

86％

初めて聞いた 聞いたことがある ある程度知っている よく知っている



第３章 見えてきた課題と結論

ESDを教育課程へ位置づける決定要因（OR/CI）

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

推進組織あり

理解度（1→5）

理解度、推進組織が有無が
教育課程への位置づけに大きく寄与する



第３章 見えてきた課題と結論

児童アンケート

基本的な対人関係能力・思いやりは育っている
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第３章 見えてきた課題と結論

児童アンケート

ESDで育てたい“より発展的な領域”は伸びしろがある
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第３章 見えてきた課題と結論

第3章の総括

・教員理解の深化が実践を後押しする

・理解と体制整備がESDの位置づけを促進する

・実践校では“未来”や“参加する力”に伸びしろがある



第4章

今後の研究方針



第4章 今後の研究方針

次年度の基本方針

調査結果から

①教員のESD理解が実践を後押し

②理解×体制整備が教育課程への位置づけを促進

③実践校の児童でも発展的領域には伸びしろがある

↓

研修を起点とした理解促進→実践拡大→学びの質向上



第4章 今後の研究方針

重点１ 教員のESD理解の底上げ

初任者研修からの波及設計

① 動画視聴による研修

→初任者は必須視聴／他教員は任意視聴

② 効果測定

→ 5月 → 視聴後 → 12月の３時点で理解度と実践率を検証

初任者のＥＳＤ認知率、実践率の向上を目指す



第4章 今後の研究方針

重点２ 教育課程への位置づけの“効果”を検証

ESDカレンダー導入校×未導入校で児童アンケートを比較

・児童アンケート（精選版）を比較し、位置づけの効果を可視化

・１３領域を比較 ： 未来／参加／多面的思考／相互性など

教育課程への位置づけが“効果のある施策”か検証する



第4章 今後の研究方針

重点３ 協力校児童の“未来”“参加”領域の伸長

研究協力員による授業実践事例集の作成

・伸びしろのある領域にアプローチした授業計画の作成と実践

・年度当初 → 単元前後 → １２月の児童アンケートで変容を検証

・ＪＩＣＡ・国際環境科学センター等の外部連携授業の提案

全領域において９０％以上の到達度を目指す



第4章 今後の研究方針



第4章 今後の研究方針



第4章 今後の研究方針

重点４ 宿泊体験型ESDの効果検証

江南支所だからできる“体験×対話”型ESDの提供

・食と農のチャレンジ教室（4～6年生：各10名） 8月下旬

・ESD教室（5～6年生：各10名）7月下旬

・JICAや外部機関を招へいし環境課題への理解を深める

2日間集中的に取り組む
体験→話し合い→発表の学習サイクル



学校名 役職 氏名

久喜市立三箇小学校 教諭 西舘 望
上尾市立今泉小学校 教諭 小淵 昂希
小川町立小川小学校 教諭 飯野 彬
神川町立青柳小学校 教諭 辻村 洋志

筑波大学附属坂戸高等学校 教諭 梅澤 智

研究協力員
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